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東京農工大学

2016年第 2問

2 nを自然数とし，a; b; rは実数で b > 0，r > 0とする．複素数w = a+ biは w2 = ¡2wを満たすとす

る．®n = rn+1w2¡3n (n = 1; 2; 3; Ý)とする．ただし，iは虚数単位とし，複素数 zに共役な複素数を zで

表す．次の問いに答えよ．

(1) aと bの値を求めよ．

(2) 複素数平面上の 3点O(0)，A(®1)，B(®1)について，ÎAOBの大きさを µとする．ただし，0 5 µ 5 ¼と
する．µの値を求めよ．

(3) ®nの実部を cn (n = 1; 2; 3; Ý)とする．cnを nと rを用いて表せ．

(4) (3)で求めた cnを第 n項とする数列 fcngについて，無限級数
1
P

n=1
cnが収束し，その和が

8
3
となるような

rの値を求めよ．


